











































に減少 し,日本国家 と企業の体面 を保持す
ることに大きく寄与 した。 また,デ ザイン
模倣問題対策のために,わ が国は通産省に
貿易局デザイン課 を設けたり,日 機検 を設
置 した りした。
また,教 育行政はデザインの専門家養成
の必要性の認識 を強 く抱いてお り,国 内の
国公立はもとより私立の美術,工 芸課程を
もつ教育機 関にデザイン ・コースの設立を
促進 した。また,こ の頃,デ ザイナーの交




1960年代後半 に入って 日本経済 は高度成
長 に向 かって加 速 しは じめ た。GNPは
1955年(昭和30年)8兆 円であったが1970
年(昭 和45年)には73兆円と成長 しつつあ
り,国民所得 も驚 くべ きハイペースで年k





み,ま た競争 も激化 し,商 品の差別化をは
かる最大の手段 としてデザ インが重要視 さ
れ,モ デル ・チェンジが盛 んに行 われた。





タイリング ・デザインか ら,プ ロダク ト・
プランニ ングのイニシアティブをとるほど
に,製 造,販 売 システムの中での地歩を確
立 した。 この頃,IBMか らでたCADシ ス










界 においては従来より,外 観の大半 に石油
を原料 とする樹脂を使用 していたから大変
であった。素材 を他の物 に変換するにも樹
脂材料 ほどコス トが安 く,加工 し易い材料
は他に無いからである。資材部門は代替素
材や,樹 脂材料を求めて東奔西走 し,デ ザ
イン部門においても10%以上の材料軽減の
ノルマ達成のために様々な工夫を行い,こ








テク ・パーツへのシフ ト,円高,貿 易摩擦,
輸入規制な ど市場の大 きな伸長が望めな く
なった電機業界のデザイン部門では,CIM




多 くの企業が ユーザーの トレン ド志 向に
マ ッチする商 品開発を次々に行 った。
4.デ ザイ ンの方 向の模 索期 〈1.D,か
らCulturalDesignへ>1990～






また海外 にお いては,南 北問題,エ ネル




デザ イナーは今後,社 会,世 界,人 類に
対 してその能力 をどう使って行 くべ きか,
いま深刻に真剣 に考 える時期が来ている。
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